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六
月
五
日
、
エ
ル
ム
の
街
駐
車
場
に
お
い

て
、
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
消
防
団
定

期
観
閲
式
が
行
わ
れ
、
市
内
＋
分
団
と
消
防

署
、
約
六
百
五
＋
名
が
参
加
し
日
頃
練
磨
し

た
放
水
演
習
、
礼
式
訓
練
な
ど
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
 

ま
た
式
典
で
は
、
殉
職
消
防
団
員
に
対
す

る
黙
と
う
や
消
防
功
労
者
に
対
し
表
彰
が
贈

ら
れ
た
後
、
観
閲
者
と
し
て
成
田
市
長
が
「
 

消
防
団
は
市
の
繁
栄
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
緊
急
現
場
の
最
前
線
で
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
い
っ
そ
う
の
精

進
を
期
待
し
ま
す
」
 
と
講
評
を述
べ
て
い
ま

し
た
。
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市
消
防
団
団
長
を
紹
介
し
ま
す
 

五
月
五
日
か
ら
、
市
消
防
団
の
団
長
に

就
任
し
た
小
笠
原
さ
ん
は

「消
防
団
を

一

新
し
た
い
。
規
律
を
い
っ
そ
う
正
し
く
、
 

積
極
的
に
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
」
 
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五所川原市消防団団長 小笠原長生さん 



平成12年度重点事業要望 

活力ある元気なまちづくりをめざし 14項目の重点事業を知事に要望 

6 月 8 日、県知事に対する平成12年度の重点要望説明会がホテル青森で行われ、木村知

事、成田市長のほか県、市の関係者、また西北五地域の県議会議員として、石岡議員、平

山議員など 6議員、さらに市議会からは斉藤議長など 3議員も出席しました。 

説明会では、中心商店街の活性化についてなど14要望が成田市長から説明され、市民が

安心して暮らせる活力ある元気なまちづくり実現に向け、知事、県側の支援・協力を要望

いたしました。 

「中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
 

（
継続
）
 

当
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
 

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る

郊
外
型
大
型
店
舗
の
進
出
等
の
影
響
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
市
機
能
に
お
い

て
も
旧
態
依
然
と
し
て
お
り
、
西
北
津

軽
の
中
心
都
市
と
し
て
十
分
に
機
能
し

て
お
ら
ず
、
近
年
、
空
洞
化
が
顕
著
に

現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
大
型
駐
車

場
の
整
備
や

（仮
称
）
 
「
立侵
武
多
の

館
」
の
建
設
を
検
討
し
、
西
北
津
軽
の

魅
力
あ
る
中
心
都
市
と
し
て
再
活
性
化

を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
係
る
各
種
制

度
、
施
策
等
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
問
題
に
つ

い
て
五
所
川
原
市
の
中
心
商
店
街
は
、
 

近
年
の
大
型
店
の
郊
外
移
転
や
近
隣
市

町
村
へ
の
出
店
な
ど
空
き
店
舗
が
発
生

し
、
そ
の
活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、
五
所

川
原
市
が
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基

づ
く
基
本
計
画
を
策
定
予
定
で
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
基
本
計
画
の
策
定
に
対
し
県
で
 
 は

、
庁
内
に
 「
街
づく
り
商
業
振
興
室
」
 

を
今
年
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
 
「
振
興
室」
を
中
心
に
さ
ら
に

は
、
庁
内
の
関
係
二
十
一
課
か
ら
な
り

ま
す
「
中
心
市
街
地
活
性
化
庁
内
連
絡

会
議
」
と
と
も
に
、
基
本
計
画
の
内
容

等
に
つ
い
て
適
時
適
切
な
指
導
を
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
五
所
川
原
を
は
じ
め

と
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た

積
極
的
な
動
き
を
大
い
に
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

「主
要
地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
の
バ

イ
パ
ス
建
設
に
つ
い
て
」
 

（
継続
）
 

当
市
と
青
森
市
を
最
短
で
結
ぶ
主
要

地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
は
、
狭
阻
で

急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
区
間
が
多
く
、
 

し
か
も
冬
期
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
青
森
環
状
線
と
連

結
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
連
携
の
強
化

及
び
防
災
上
の
観
点
か
ら
、
広
域
幹
線

道
路
の
通
年
で
の
複
数
確
保
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
ご

要
望
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

度
早
速
調
査
費
を
計
上
さ
れ
、
知
事
を

は
じ
め
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

本
路
線
の
バ
イ
パ
ス
建
設
を
引
き
続

き
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
】
 

現
道
は
、
狭
く
そ
し
て
急
カ
ー
ブ
が

多
い
こ
と
か
ら
、
大
型
車
の
す
れ
違
い

が
困
難
と
さ
れ
る
区
間
を
重
点
的
に
整

備
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
七

年
度
か
ら
、
青
森
市
側
の
野
木
和
工
区

に
お
い
て
工
事
着
手
を
し
て
お
り
、
今

年
度
も
ひ
き
つ
づ
き
用
地
取
得
、
 一
部

工
事
を
実
施
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

ま
た
、
青
森
市
と
五
所
川
原
市
を
直

結
す
る
道
路
と
し
て
、
高
規
格
道
路
で

あ
る
津
軽
自
動
車
道
の
整
備
促
進
、
「
」
 

れ
に
も
国
直
轄
事
業
と
し
て
現
在
、
鋭

意
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
 

ご
要
望
の
バ
イ
パ
ス
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
、
県
単
独
事
業
に
よ
り
調

査
を
進
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
既
存
資
料
に

よ
る
ル
ー
ト
の
検
討
、
航
空
写
真
撮
影

を
行
っ
て
の
精
密
な
図
面
の
作
成
等
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
山
岳
部
を
通
る
非

常
に
規
模
の
大
き
な
事
業
で
あ
り
ま
す

の
で
、
周
辺
道
路
と
の
関
わ
り
方
や
、
 

整
備
手
法
等
の
検
討
、
ま
た
、
今
後
は

気
象
観
測
、
交
通
配
分
計
画
等
も
検
討

し
な
が
ら
、
市
ご
当
局
と
ご
相
談
を
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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その他の要望事業 

第一部 最重点要望事業 

文書要望 

一
 
山
  

「畑作園芸試験場津軽 
支場」の設置にっいて 

農業及び施設園芸の振興を図る
ため、畑作園芸試験場津軽支場等
の研究機関の設置を要望 

2
  

はるにれ団地県営住宅 
建設にっいて 

はるにれ団地に県営住宅の建設
を要望 

3
  

青森テクノポリスハイ 
テク工業団地漆川への 
企業誘致の促進にっい 
て 

青森県計画である西北五地域拠
点農工団地への企業誘致の促進を
要望 

'4
  

幹線道路の整備促進に 
っし、て 

地域間交流、地域振興のため津
軽自動車道、国道 339号五所川原
北バイパス、主要地方道五所川原
黒石線のバイパス化などの整備促
進を要望 

鮮
 
に
二
部
 
重
点
要
望
 

子 ‘算要望 

一
J  

一
級
河
川
岩
木
川
水
系
に
 

お
け
る
治
水
事
業
の
促
進
 

に
っ
し
、
て
 

岩木川の治水施設としての「津
軽ダム」 の早期完成と、十川、I日
十川の改修を要望 

文書要望 

6
  

（仮称）地区公園の整 
備促進にっいて 

新市街地地区への（仮）地区公
園整備の早期実現にっいての支援
等を要望 

7  
社会保険事務所の設置 
にっし、て 
年
金
受
給
者
へ
の
行
政
サ
一
ビ
ス
の
 

た
め
、
西
北
五
地
域
を
対
象
と
し
、
当
 

市
へ
の
設
置
を
要
望
 

8  
「弘前拠点都市地域」 
の整備の促進にっいて 
中
心
市
街
地
地
区
の
整
備
と
、
石
岡
 

姥
蓮
地
区
の
郊
外
型
商
業
機
能
の
整
備
 

を
要
望
 qv  

津軽半島循環道路の整 
備促進にっいて 
半
島
が
持
っ
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
 

の
資
源
の
一
層
の
活
用
を
図
る
た
め
、
 

津
軽
半
島
循
環
道
路
（
国
道

2
8
0

号
、
 

3
3
9

号
）
等
の
整
備
促
進
を
要
望
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、
 

「中
心
市
街
地
内
の
公
園
整
備
に
つ
い
 

て
」
 

（
新
規）
 

当
市
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
、
魅
力
の

あ
る
公
園
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
が
、
反

面
、
中
心
市
街
地
に
お

い
て
は
緑
が
少

な
く
、
街
の
魅
力
を
欠
く
要
因
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

先
程
ご
要
望
申
し
上
げ
ま
し
た
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
当
市
特
有
の
堰
の
有
効
利
用
等
を

図
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
し
、
中
心
市
街
地
の

再
活
性
化
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
公
園
の
整
備
推

進
に
つ
い
て
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
要

望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
一
 

近
年
、
公
共
事
業
の
効
率
性
や
実
施

課
程
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
、
都
市
公
園
事
業
に
お
い
て

も
新
規
採
択
要
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
平
成
九
年
度
策
定
の
五

所
川
原
市
「
緑
の
基
本
計
画
」
 
に基
づ

く
中
心
市
街
地
内
の
公
園
に
つ
い
て
は

策
定
予
定
の
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
」
の
中
で
の
位
置
付
け
や
、
さ

ら
に
は
、
整
備
の
緊
急
性
な
ど
の
事
業

効
果
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

県
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
結
果
や
並
 
 

び
に
市
全
体
の
公
園
整
備
計
画
を
踏
ま

え
、
整
備
の
推
進
を
支
援
し
て
参
り
ま

す
。
 

「
直
轄
河川
環
境
整
備
事
業
（
水
環
境

整
備
事
業
）
の
新
規
採
択
に
つ
い
て
」
 

（
新
規）
 

当
市
を
流
れ
る
旧
十
川
は
、
エ
ル
ム

の
街
や
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
、
新
興
市
街
地
を
南
北
に
流
れ
る

河
川
で
あ
り
ま
す
。
 

県
に
よ
る
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
、
 

当
河
川
も
着
々
と
整
備
さ
れ
、
市
民
に

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
藤
崎
、
板

柳
、
黒
石
北
西
部
、
平
賀
か
ら
の
農
業

用
排
水
と
生
活
雑
排
水
等
の
流
入
に
よ

り
、
水
質
の
汚
濁
が
著
し
く
、
水
辺
環

境
が
損
な
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
旧
十
川
の
水
質
改
善
を

図
り
、
よ
り
良
好
な
水
辺
空
間
を
創
出

す
る
た
め
、
水
環
境
整
備
事
業
の
新
規

採
択
に
つ
い
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
一
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
の
問

題
等
に
対
し
、
水
質
改
善
を
行
う
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
直
轄
事

業
と
し
て
平
成
十
二
年
度
に
は
何
と
か

新
規
採
択
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要

望
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
県

と
し
て
も
五
所
川
原
市
と
協
力
し
、
国

に
強
く
働
き
か
け
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

「
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
 

つ
い
て
」
 

（
新
規）
 

現
在
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に

よ
り
、
失
業
者
問
題
等
、
労
働
環
境
に

お
い
て
は
、
全
国
的
に
非
常
に
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
当
地
域
に
お
い

て
も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

労
働
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
お

い
て
も
、
様
々
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る

状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
既
存
の
職

業
能
力
開
発
校
だ
け
で
は
不
十
分
な
状

態
に
あ
り
ま
す
。
 

中
小
企
業
労
働
者
や
離
職
者
の
職
業

訓
練
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
に
対
す

る
各
種
講
習
、
講
座
等
を
開
催
で
き
る
 

「
地域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を
当
市
 
 

に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
支
援
、
 

ご
協
力
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答
一
 

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方

産
業
都
市
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
い

て
中
小
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
に

対
し
、
各
種
の
職
業
訓
練
を
行
う
ほ
か

地
域
住
民
に
対
し
て
、
各
種
講
習
会
を

行
う
な
ど
、
多
様
な
教
育
訓
練
を
実
施

す
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。
 

例
年
、
全
国
で

ー
な
い
し
二
箇
所
の

設
置
と
さ
れ
て
お
り
、
他
県
と
の
競
合

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
県
と
し
て
は
五
所

川
原
市
を
中
心
と
す
る
地
域
の
人
材
育

成
の
た
め
に
も
是
非
と
も
必
要
な
施
設

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
労
働
省
 
 

に
対
し
設
置
方
に
つ
い
て
強
力
に
働
き

か
け
て
参
り
ま
す
。
 

ま
た
、
知
事
の
ま
と
め
の
中
で
、
「
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
」
 
や
 「
中心
商

店
街
」
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
特
に
中
心
商
店
街
に
つ

い
て
は
、
木
村
知
事
か
ら
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
育
成
、
街
の
個
性
化
、
専
門

店
化
な
ど
、
活
性
化
に
向
け
た
提
言
が

さ
れ
た
の
に
対
し
成
田
市
長
も
英
知
を

結
集
し
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

更
な
る
支
援
・
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
 

非
常
に
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 



;I2F／正“ /／立所I源地区旨Ill 

虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ンに
 

宮
原
美
佐
子
さ
ん
 

が
参
加
し
ま
す
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坂
 
本
 
憲
 
昭

さ
ん
 

市
内
錦
町
一
ー
一
〇
」
 
＠

五
所
川
原
市
へ
 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

完
成
予

想
図

（
右
側
）
 

岩
木
川
の
洪
水
時
に
水
防

・
復
旧
活

動
の
拠
点
と
な
る
五
所
川
原
地
区
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
岩
木
川
右
岸

の
市
内
高
瀬
地
区
に
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
六
月
三
日
、
同
建
設
予
定
地

で
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
建
設
省
青
森
工
事
事
務

所
、
県
、
岩
木
川
下
流
の
市
町
村
、
地

権
者
な
ど
の
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席

し
、
早
坂
征
三
青
森
工
事
事
務
所
長
が
 

「岩
木
川
の
歴
史
は
洪
水
と
の
闘
い
の

歴
史
で
も
あ
り
、
い
つ
何
時
お
そ
っ
て

く
る
か
分
か
ら
な
い
洪
水
に
備
え
る
こ

と
は
重
要
な
こ
と
で
す
」
と
挨
拶
、
そ

の
後
、
成
田
市
長
等
が
く
わ
入
れ
を
し

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

同
施
設
は
、
十
三
年
度
の
完
成
予
定

で
堤
防
復
旧
用
の
土
砂
を
備
蓄
す
る
施

設
や
水
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発
着
場
所

の
ほ
か
、
平
常
時
に
は
河
川
を
軸
に
し

た
地
域
の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
す
。
 
 

権
の
擁
護
と
思
想
の
普
及
に
貢
献
し
、
 

ま
た
皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
て
こ
ら
れ

る
な
ど
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

す
。
 

⑥
仙
台
法
務
局
長
表
彰
 

コ
 
ー
 

●
に
、
 
】
 

・
‘
 
ノ
 

'
 

J
 

‘
→
ノ
 

】
 
一
く
 
ノ
 

太
 
田
 
啓
 
子
さ
ん
 

市
内
み
ど
り
町
一
八
 

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
ご
尽
力
に
感
謝

し
、
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。
 

フ
ー
シ
ョ
ン
ガ
建
設
さ
れ
ま
す
 

 

叩
動の
拠
点
 

憩
い
・
文化
活
動
の
場
 

当
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
 
⑥
青

森
地
方

法
務
局
長

表
彰
 

永
年
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た
 

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
 

ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
 

女
子
マ
ラ
ソ
ン

日
本
代

表

宮
原
美

佐
子

さ
ん

（
旭
化
成
）
 

第
1
0回
虫
お
く
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
の

大
会
ゲ
ス
ト
が
決
定
し
ま
し
た
。
当
日

は
、ゲ
ス
ト
と
一
緒
に
走
る
フ
リ
ー
（1
5
 

キロ
）
 マ
ラ
ソ
ン
の
他
、
宮
原
さ
ん
の
マ

ラ
ソ
ン
教
室
も
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

〇
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（平
泉
正
友
会
長
）
廿
寄
贈
（車
椅
子
十
台
）
。
 

〇
東
北
ア
サ
ノ
運
輸
株
式
会
社
（
江
良
力
代
表
取
締
役
）
 

廿
二
十
万
円

（
市
立
毘
沙門
小
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
）
。
 

〇
江
良
産
業
株
式
会
社
（
江
良
力
代
表
取
締
役
）
 

廿
五
十
万
円

（
市
立
五
所川
原
第
一
中
学
校
図
書
購
入
費
と
し
て
）
。
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
天
理
教
青
森
教
区
西
北
支
部

（斎
藤
康
昭
代
表
）
 

廿
慰
問
（
九
十
八
名
に
よ
る
園
内
の
窓
拭
き
、
草
取
り
奉
仕
）
。
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会
（
千
葉
勝
魔
代
表
）
 

市
内
豊
成
字
田
子
ノ
浦
一
〇
四
 
一一
一
 

井
慰
間

（
歌
、踊
り
、
三
味
線
演
奏
）
。
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医） 
凹加い介圏緑 も巨）と 

0 保険料は、世帯ごとに支払うのですか？ 

A 原則として、個人で支払います。しかし、 

40歳以上65歳未満の扶養家族の分について

は加入している医療保険から合わせて徴収

されます。 

65歳以上の人は、年金から天引きされます。 

ただし、無年金者や年金額が低い場合は、 

市が徴収します。この場合、世帯主や配偶

者に連帯納付の義務が生じます。 

0 息子の扶養家族となっていても払うので

すか？ 

A 支払うことになります。 65歳未満の方は、 

扶養者である息子さんの医療保険から合わ

せて支払います。65歳以上の方は、年金か

らの天引きが基本ですが、無年金、低年金

の場合は世帯主の息子さんが支払うことに

なります。介護保険は、すべての方に支払

いの義務があります。 

0 要介護認定されたら保険料の支払いは免

除されるの？ 

A 免除にはなりません。 要介護認定の有無

にかかわらず保険料を支払うことになりま

す。 

介護保1険
審査食 
r ir I 

⑦ 
~

～、、、 

1 1 

介護保険には40歳以上の人が加入します 

 	第1号被保険者 第2号被保険者 

対象となる人 

65歳以上の人 

'n・ 	Iど‘h 
一 	へ 	A 	一 

萌サ 

40歳以上65歳未満の 

医療保険に加入している人 

壌繁 
か 一、。、レ‘ 

保険料の額 

所得段階に応じて市区町村ごとに

設定されます。 

加入している医療保険（国民健康

保険や政府管掌健康保険、健康保

険組合など）の算定方法に基づき、 

所得に応じて設定されます。 

保険料の納付方法 

年金額が一定額以上の人は年金か

ら自動的に納めます。 

それ以外の人は市区町村に個別に

納めます。 

医療保険料と一括して、給料から 

自動的に納めます。 

国保の場合、国保税c 

〇 認定結果に不満な場合はどうしたらいい

のですか？ 

A 実際に介護が必要な状態であるのに自立

と認定されたり、要介護度区分が思ったよ

り低いなど内容に不服がある場合は、認定

結果について審査の請求をすることができ

ます。 

審査請求は、県が設置する介護保険審査

会に申し立てます。 

この申し立ては、原則として審査の結果

を知った日の翌日から60日以内に、文書ま

たは口頭で行うことになります。 

審査会には、市町村や被保険者の代表等

が県から任命され、請求のあった内容の当、 

不当の判断を行った結果、変更の必要性が

ある場合、変更申請を行います。 審査の内

容については、県または市から本人に通知

されます。 

問い合わせ先 

介護保険課 内線272・273 

ちよつと気になる人を募集しています 
市広報では、 「ちょっと気になるあの人の横顔コーナー」に掲載する人を募集しています。身近に

いる人で、何かに打ち込んでいる人、ボランティア活動を長年している人など、年齢性別は、問いま

せんので皆さんぜひ紹介したい人がいましたら市総務課（TEL 35-2111 内線404）までご連絡ください。 

5 平成11年 6 月15日 
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報
 

一枚の調査票で実施されます 

●平成11年7月1日（木） 

7 月 1日現在で、全国一斉に平成11年事業

所・企業統計調査と商業統計調査が一枚の調

査票で行われます。 

両調査とも、21世紀に向けての日本の経済

政策等の基礎資料を提供するものとして期待

されています。 

●6 月下旬から調査員が訪問 

調査員が、調査票を持って各担当地域の事

業所に 6 月下旬頃から伺います。秘密は厳守

されますので、ご協力ください。 

なお、調査結果は報告書などにより公表さ

れます。 

総務庁統計局・通商産業省 
災 

f 	 も 
平成11年 

事業所・企業統計調査及び商業統計調査が 

皆様からのご意見・ご要望をお待ちしております 

月
  

日
  

曜日 時 間 対象地域 開催場所 

7
  

6
  

火
  

9:30 - 小曲地区 農村婦人の家 

13:30- 五所川原（南） 富士見コミュニテイセンタ― 

［
ー
 
 

水
  

9:30- 栄地区 コミュニテイセンター栄 

13:30- 湊地区 湊集会所 

(8
  

木
  

9: 30- 動I帳説区 毘沙I帳富コミュニ刊センター 

13:30- 飯詰地区 コミュニテイセンタ一飯詰 

9
  

金
  

9:30- 中川地区 コミュニテイセンター中川 

13:30- 三好地区 コミュニテイセンター三好 

12 日
  

9:30 - 長橋地区 コミュニテイセンター長橋 

13:30- 松島地区 コミュニテイセンタ一松島 

13 火
  

仇30~ 七和地区 コミュニテイセンター七和 

13:30- 梅沢地区 梅沢コミュニテイセンター 

14 水
  

13: 30- 五所川原qり 中央コミュニテイセンター 

藻成］撫度翫麟憂嫡夏験襲 
雄崩源爺臓集会各I臓自穣 

      

 

ー
 
nf⑥『mati⑥n 

 

国
保
年
金
課
 

内
線

2
1
2
 

青
森
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
「
年

金
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
「年
金
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。
 

入
賞
し
た
作
品
は
、
県
の
年
金
広
報

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
知
事

か
ら
の
表
彰
、
記
念
品
も
送
ら
れ
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 
 

番
号
を
明
記
し
て
、
 

一T
O
3
0
18
5
7
0
 

青
森
市
長
島
1
1
1
1
1
 

青
森
県
健
康
福
祉
部
国
民
年
金
課
 

「年
金
標
語
募
集
」
係
 

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
締
切
 
8
月
2
0日
（
必
着
）
 

青
森
県

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
 

移
動
相
談
 

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

公
0
1
7
7
(2
2)
3
3
3
8
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

県
の
消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
い
た
し

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
当
日
は
電
話
受
付
も
い
た
し
ま
す
。
 

●

毎
月
第
3
木
曜
日
 
1
0時
ー
1
5時

産
経
会
館
 
B
会
議
室
（市
役
所
隣
）
 

◇
電
話
（
3
5)2
1
1
1
 内
線
5
8
4
 

人
権
相
談
の
 

時
間
変
更
に
つ
い
て
 

原
支
局
に
は
人
権
擁
護
委
員
が
常
駐

し
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
毎
日
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

「
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
 

］
 

［
 
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
」
 

人
権
擁
護
委
員
は
、
家
族
間
の
こ
と
、
 

近
隣
関
係
、学
校
、職
場
内
の
こ
と
な
ど

皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
る
相
談
員
で
す
。
 

⑨
封
馬
郁
夫
さ
ん
 

市
内
松
島
町
7
丁
目
2
0
 

T
E
L
(
3
4)
3
1
2
1
 

＠
浅
見
則
昭
さ
ん
 

市
内
松
島
町
7
丁
目
7
5
 

T
E
L
(3
5)
8
1
2
1
 

◇
応
募
資
格
 
県
内
在
住
の
方
 
市

民
課
で
行
っ
て
い
る
人
権
相
談
の

◇
応
募
の
規
定
 
「
年
金
」
の
字
句
を
 
時

間
が
、
7
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り

必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
未
発
表
の
 
変

更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
数
に
制
限
は
あ
 
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

り
ま
せ
ん
。
 

●
毎
週
金
曜
日
 
1
3時
ー
1
5時
 

◇
応
募
方
法
 
ハ
ガ
キ
に
標
語
作
品
、
 

市
民
課

（
市民
相
談
室
）
 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
 
※
そ
の
他
、

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
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ひ
と
 
ひ
と
 

女
と
男
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

男
女
共
同
参
画
社
会
 

ア
ド
パ
イ
ザ

ー
養
成
講
座
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
内
線
2
3
2
 

車
両
系
建
設
機
械
及
び

不
整
地
運
搬
車
運
転
 

技
能
講
習
開
催
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向
け
た
意
識

啓
発
や
学
習
活
動
、
地
域
活
動
に
助
言

し
得
る
リ
ー
ダ
ー
養
成
が
目
的
で
す
。
 

●

6
月
3
0日
困
・
7
月
2
9日
困
 

8
月
2
4日
因
・
8
月
2
5日
困
 

9
月
1
2日
同

・
1
0月
6
日
困
 

県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
・
講
義
 

「
ジ
ェン
ダ

ー
・
フ
リ
ー
の
社
会
へ
」
 

「男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向
け
て
 

ー
新
た
な
価
値
の
創
造
、
」
 

「男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
の
神
話
」
 

・

公
開
講
演
 

「
エ
ン
パ
ワ

ー
す
る
女
性
た
ち
」
 

東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
 

遠
藤
恵
子
教
授
 

「働
き
盛
り
は
父
親
盛
り
、
男
の
ラ
 

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
問
い
直
す
、
」
 

静
岡
大
学
教
育
学
部
馬
居
政
幸
教
授
 

「女
性
と
メ
デ
ィ
ア
」
 

フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
 

◇
参
加
費
 
無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）
 

※
申
し
込
み
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

電
話
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

出
稼
労
働
者
の
地
元
定
着
を
図
る
一

環
と
し
て
、
出
稼
労
働
者
を
対
象
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

小
型
車
両

（3
ト
ン
未
満
）
 

8
月
1
0日
因

、
8
月
1
1日
困
 

●

車
輔

（3
ト
ン
以
上
）
 

8
月
1
8日
困

、
8
月
2
0日
団
 

●

不
整
地
運
搬
車
 

8
月
2
5日
困

、
8
月
2
6日
困
 

【
学
科
】
 

青
森
県
建
設
会
館
 

青
森
市
安
方
2
丁
目
9
11
3
 

【
実
技
】
 建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
 

実
技
講
習
所
 

十
和
田
市
大
字
伝
法
寺
字
大
窪
2
1
3
8
 

◇
対
象
者
 
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
を
所
 

持
し
出
稼
ぎ
労
働
を
常
態
と
す
る
者
 

※
受
講
者
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
1年
度
 

市
合
同
金
婚
式
参加
者
募
集
 

市
福
祉
事
務
所
高

齢
福
祉
課
 

高
齢

者
対
策
係
 
内
線

5
4
2
 

◇
対
象
夫
婦
 
婚
姻
以
来
5
0年
（
昭
和
 

2
4年
婚
姻
）
を
経
過
し
た
ご
夫
婦
。
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
因
 

※
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
方
法
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
対
策
係
ま
た
は

各
支
所
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

は
る
に
れ
団
地
 

分
譲
住
宅
等
の
 

継
続
募
集
に
つ
い
て
 

建
築
住
宅
課
 

内
線

3
3
0
 

◇
募
集
戸
数
 
は
る
に
れ
団
地
2
7一月
 

◇
募
集
期
間
 
随
時
 

◇
選
考
方
法
 
申
込
書
を
審
査
の
う
え
 

先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。
 

◇
申
込
受
付
場
所
 

市
役
所
建
築
住
宅
課
 

◇
申
込
資
格
等
の
間
い
合
わ
せ
先
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
 
分
譲
担
当
 

T
E
」
0
1
7
7
(2
3)1
6
2
7
 

ン
ユ篇
《
又
ュ
が
わ
ら
 

題

字
 
斉
 
詰
 

〔
五
所
川
原
短

歌
会
〕
ー
短
歌

ー
 

紅
白
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
敷
く
ご
と
梅
が
咲
き
美
景
極
ま
る
北
限
梅
林
 

斉
 
藤
 
由
 
雄
 

し
き
り
降
る
雪
夜
の
病
棟
死
者
の
み
が
楚
音
し
の
ば
せ
窓
を
出
入
リ
す
 

蝦
 
名
 
麗
 
子
 

寺
庭
の
池
面
ゆ
る
が
す
緋
鯉
ら
の
き
を
ひ
て
跳
ね
る
し
ぶ
き
煙
め
く
 

戸
 

浜
 
山
 
て
 

、
 

さ

人
し
ゆ

ゆ
 

春
風
に
蓄
み
ふ
く
ら
む
山
菜
黄
は
三
実
西
温

の
庭
に
明
る
む
 

山
 
形
  
礼
 
子
 

氷
付
く
刃
先
払
い
て
春
蘭
の
冬
し
の
ぎ
来
し
厚
ら
葉
あ
は
れ
む
 

番
 
場
 
允
 

映
 

乗
客
は
み
な
目
を
閉
じ
て
黙
し
を
リ
ー
番
バ
ス
に
て
朝
も
や
を
行
く
 

平
 
山
 
清
 
世
 

斯
く
迄
も
弥
生
の
空
に
く
「
き
リ
と
気
高
く
そ
び
ゆ
津
軽
の
富
士
は
 

下
 
山
 
サ
 
L

ー
 

山
菜
黄
の
花
咲
き
初
め
し
城
堆
の
底
冷
著
く
淡
雪
の
ふ
る
 野

 
呂
 

三
枝
子
 

ま
た

一
年
夫
の
遠
の
く
こ
こ
ち
せ
り
忌
の
日
を
終
（
て
龍
も
る
雪
の
日
 

開
 
米
 
藤
 
枝
 

の
け
ぞ
 

タ
暮
れ
の
灯
火
ゆ
ら
す
立
倭
武
多
牽
か
れ
ゆ
く
を
仰
反
リ
て
見
「
 

佐
々
木
 
ト
シ
エ
 

◇
募
集
人
員
 
6
名
（
先
着
順
）
 

◇
募
集
期
間
 
6
月
2
5日
固
ま
で
 

諸
橋
泰
樹
教
授
 

6
名
（
先
着
順
）
 

6
月
2
5日
固
ま
で
 

6月30日困は 

市（県）民税第1期 

の納期限です 

お手元の納付書を確

認し、期限内に納めま

しよう。 
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ア
フ
リ
カ
の
熱
い
リ
ズ
ム
を
お
届
け
 
◇
内
容
 

し
ま
す
。
県
内
の
学
校
公
演
で
も
好
評
 

・
包
丁
研
ぎ
 
1
丁
 

を
博
し
て
い
る
、
究
極
の
国
際
交
流
グ
 

・
住
宅
相
談
 

2
0
0
円
 

庫
園

サ
 

ン
 

×
 

ノ
 

ロ 

五
所
川
原
弓
道
会
 

前
期
市
民
弓
道
教
室
 

会
員
募
集
 

費
（3
5)1
0
8
3
・
ナ
リ
タ
印
店
 

弓
道
会
の
高
段
者
が
親
切
に
指
導
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

●

6
月
1
9日
田
、
7
月
3
1日
田
 

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日
1
9時

ー
2
1時
 

旧
三
道
会
館
2
階
 
弓
道
場
 

◇
対
象
 
中
学
生
、
一
般
 

◇
そ
の
他
 
受
講
料
無
料
。
弓
具
は
備
 

え
付
け
の
も
の
有
り
。
後
期
の
弓
道
 

教
室
は
1
0月
を
予
定
。
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
 

レ
モ
ン
ズ
会
員
募
集
 

。
（3
5)
4
7
3
7

・
藤
森
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
0時

ー
1
2時
頃
 

日
立
体
育
館

（漆
川
）
又
は
市
中
央
 

公
民
館
 

◇
会
費
 
1
5
0
0
円

（月
額
）
 

●

7
月
2
日
岡
 
1
8時
3
0分
開
演
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 

茄
麟
 

曲
 

一
 

五
所
川
原
市
建
築
組
合
 

合
（3
5)
2
8
56
 

●

6
月
2
7日
同
 
9
時

ー
1
5時

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
 

さ
れ
ま
す
。
 

盆
栽
展
を
開
催
し
ま
す
 

盆
栽
会
 

容
（3
6)
3
3
3
3

・
北
川
 

今
年
も
盆
栽
展
、
山
野
草
展
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
花
き
類
も

出
品
で
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
方
々
及

び

一
般
の
方
々
の
出
品
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

●
6
月
1
9日
田
 
9
時

、
1
7時
 

6
月
2
0日
同
 
9
時
、
1
3時
 

毘
沙
門
・
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
 

タ
ー
 

五
所
川
原

盆
栽
会
 

容
（3
5)
9
3
4
9

・
成
田
 

当
会
の
春
の
事
業
と
し
て
樹
木
の
盆

栽
に
サ
ツ
キ
、
山
野
草
、
高
山
植
物
、
 

ラ
ン
、
万
年
青
、
水
石
な
ど
を
総
合
展

示
い
た
し
ま
す
。
 

●

6
月
1
7日
困
、
1
9日
同
9
時

ー
1
7時

市
中
央
公
民
館
 
1
階
大
ホ
ー
ル
 

×
 

ル
ー
プ
で
す
。
 

※
収
益
金
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
 

第
6
3回
合
同
例
会
 

ア
フ
リカ
ン
土
キ
ス
プ
レ
ス
 

ア
サ
ン
テ
・
プーフ
ン
 

五
所
川
原
親

子
劇
場
 

容
（3
4)
2
1
7
0
 

イ
 

◇利用料金 

区 	分 一 般 高校生 幼小中 

共
 
同
 

個 	人（1回） 210円 100円 50円 

回 数券（ 6 回） 1,050円 520円 260円 

団体（30名以上） 

1名 1回 
100円 50円 っ

］
 

5
  

「育
児
・
介
護
休
業
サ
ポ
ー
ト
資
金
」
 

「離
職
者
サ
ポ
ー
ト
資
金
」
 

融
資
制
度
の
お
知
ら
せ
 

青
森
県
庁
労
政
課
 

合
0
1
7
7
(3
4)
9
3
9
8
 

●

育
児
・
介護
サ
ポ
ー
ト
資
金
 

県
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
育
児
ま

た
は
介
護
休
業
を
取
得
し
た
方
に
低
利

で
融
資
す
る
制
度
。
 

◇
融
資
額
 
1
0
0
万
円
ま
で
 

●

離
職
者
サ
ポ
ー
ト
資
金
 

県
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
事
業
主

等
の
都
合
で
離
職
し
た
方
に
低
利
で
融

資
す
る
制
度
。
 

◇
融
資
額
 
5
0
万
円
ま
で
 

※
詳
し
く
は
青
森
県
労
働
金
庫
ま
た
は

青
森
県
庁
労
政
課
へ
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

市
民
プ
ー
ル
開
き
の
 

お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課

内
線

5
6
0
・
5
6
ー
 

●

7
月
1
日
困
、
8
月
3
1日
因
ま
で
 

※
8
月
1
3日
国
及
び
天
候
等
に
よ
り
遊
 

泳
が
で
き
な
い
と
き
は
、
休
館
と
い
 

た
し
ま
す
。
 

◇
時
間
 

午
前
の
部
 
9
時

ー
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時

、
1
7時
3
0分
 

※
都
合
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。
 
 

◇
注
意
事
項
 

・

小
学
3
年
生
以
下
の
児
童
と
幼
児
に

つ
い
て
は
、
大
人
の
付
き
添
い
が
必

要
で
す
。
児
童
1
名
に
対
し
、
付
き

添
い
は
2
名
ま
で
と
し
ま
す
。
 

・

幼
児
は
、
幼
児
専
用
プ
ー
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

・

着
替
え
等
に
つ
い
て
は
、
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

・

プ
ー
ル
に
入
る
前
に
は
、
必
ず
準
備

体
操
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

プ
ー
ル
の
中
で
の
悪
ふ
ざ
け
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
い
た
ず

ら
が
、
大
き
な
事
故
に
な
り
ま
す
。
 

・

監
視
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
 

退
場
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

※
利
用
者
は
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
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はつらつ女性課内線234・236 

健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（お
持
ち
の
方
）
 

「
各
地
区
で
の
 

J
 

一
身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
一
 

r
 

健
康
相
談
」
 

●

6
月
2
3日
困
 
1
0時
ー
1
1時
3
0分

松
島
会
館
 

●

6
月
2
4日
困
 
1
0時
3
0分
ー
1
2時

福
祉
会
館
 

●

6
月
2
4日
困
 
1
0時

ー
1
2時

湊
団
地
集
会
所
 

●

6
月
2
5日
岡
 
1
0時
釦
分
ー
1
2時
 
 

田
川
集
会
所
 

●

6
月
3
0日
困
 
1
0時
3
0分
ー
1
2時

中
崎
集
会
所
 

●

6
月
3
0日
困
 
1
1時
ー
1
2時
3
0分

高
瀬
集
会
所
 

●

7
月
2
日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

唐
笠
柳
保
健
協
力
員
宅
 

●
7
月
2
日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

若
山
公
民
館
 

●

7
月
2
日
岡
 
1
2時
釦
分

ー
1
3時
3
0分

北
新
集
会
所
 

●

7
月
5
日
同
 
1
3時
ー
1
5時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ー
敷
島
 

●

7
月
5
日
回
 
1
0時
叩
分

ー
1
2時

姥
落
集
会
所
 

●

7
月
5
日
回
 
1
3時

ー
1
4時
3
0分

松
野
木
会
館
 

●

7
月
6
日
因
 
1
0時
3
0分
ー
1
2時

沖
飯
詰
集
会
所
 

●

7
月
8
日
困
 
1
0時
ー
1
2時

森
の
家
（
若
葉
）
 

無
料
巡
回
診
療
 

の
お
知
ら
せ
 

お
医
者
さ
ん
が
地
区
に
出
向
き
診
療

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

あ
な
た
の
健
康
状
態
を
確
認
し
た
り
、
 

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
 

●

6
月
2
3日
困
 
1
3時
ー
1
4時

前
田
野
目
公
民
館
 

・

担
当
医
師
 
中
村
内
科
医
院

中
村
謙
弥
先
生
 

●

7
月
8
日
困
 
1
3時
ー
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

・

担
当
医
師
 
瀬
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

瀬
川
政
信
先
生
 

●

7
月
9
日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
 

毘
沙
門
・
長
富
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

・

担
当
医
師
 
江
渡
内
科
医
院
 

江
渡
詳
治
先
生
 

◇
診
療
内
容
 
医
師
に
よ
る
診
察
、
尿
 

検
査
、
保
健
指
導
等
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（お
持
ち
の
方
）
 

※
当
日
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
 

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

予
防
接
種
〈個
別
接
種
〉
 

の
実
施
に
つ
い
て
 

麻
し
ん
、
風
し
ん
、
3
種
混
合

（
百

日
咳

・
ジ
フ
テ
リ
ァ
・
破
傷
風
）
、
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
各
医
療
機
関
で

通
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

①
流
行
し
て
い
る
病
気
の
予
防
接
種
を

優
先
さ
せ
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
は
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け

る
ょ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
 

②
予
防
接
種
に
関
し
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
各
実
施
医
療
機
関
ま
た
は
、
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
ー
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
ー
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
、
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

す
こ
や
か
 

発
達
相
談
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

7
月
7
日
困
・
7
月
2
1日
困
 

1
0時

ー
1
2時
・
1
3時
ー
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
7
月
2
1日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養

（
離
乳食
等
）
相
談
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
。
 

か
ん
た
ん
ノ

・
 

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
開
催
 

ー
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
食
の
知
恵
ー
 

少
量
で
も
お
い
し
く
 

簡
単
に
で
き
る
健
康
食
 

●

7
月
7
日
困
 
9
時
釦
分
ー
1
2時
釦
分

市
働
く
婦
人
の
家
 
2
階
調
理
室
・

第
1
講
習
室
 

◇
申
込
締
切
 
6
月
3
0日
困
先
着
3
0名

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
（
内
線2
3
4
)
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
、
健
康

手
帳
（
お
持ち
の
方
）
、塩
分
測
定
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、み
そ
汁
（
小
瓶
に

入
れ
て
）
と
漬
け物
（2
1
3
切
れ
）
 

◇
料
金
 
無
料
 

◇
担
当
 
保
健
婦
 
栄
養
士
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

6
月
2
2日
因
 
1
0時
ー
1
1時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
前

※
五
所
川
原
赤
十
字
奉
仕
団
中
川
分
団

協
賛
 

●

6
月
2
2日
因
 
1
2時
3
0分
ー
1
5時
釦
分

東
北
電
力
開
五
所
川
原
営
業
所
前
 

●

7
月
5
日
同
 
1
0時
ー
1
6時

東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
株
式
会
社
前
 

対 象 児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

2 月生まれ 

7 月 6 日 

（火） 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

1月生まれ 

7 月13日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 8 年 

3 月生まれ 

7 月22日 

（木） 
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私の技術は縄文 

からの技術です 

秋の収穫時に使う手寵を、手作りで作って

いる方が七和地区にいます。 その人は、三上

正義さん。 小学校の手工の科目で竹の割り方

や目の作り方を習ってから興味を持ち戦後、 

営林署に勤務した時に中里の山を駆け巡って

いるうちに竹と出会い、試行錯誤の連続で竹

細工に打ち込みました。 

「この人はね、本当に竹が好きなんですよ。 

竹がそばにないと機嫌が悪くなるくらいで、 

それで、畑に竹を植栽しました」 と奥さんが 

し 教えてくれます。 

七和地区の99パーセントは私の作品かなと

自慢げに笑顔を見せる三上さん。 

りんごの手寵だけでなく、 ぎる、キノコの

しょい寵、どじょう寵、ひよこ寵など、寵と

名がつくものは何でも作りました。 

手寵作りの難しさはと尋ねると、 「根曲り

竹を割るのに10年以上はかかりました。それ

から、形が崩れないように作ること。苦心し

て出来たものは、子供を旅立ちさせる気持ち

と同じですよ」 と話していました。 

「私の技術は、縄文の技術と何ら変わらな

いんです 」と三内丸山遺跡から出土したポシ

エットと同じものを目の前で瞬く間に作り上

げる。昔も今も基本が大事。 無心で作ってい

るのが好きという三上さんは、 「たった今死

ぬまで竹細工をしているべなあ」 と竹細工に

かける思いを語ってくれました。 

\  
一
ぬ
ひ
 
確

一
 

〒
ノ
 
一
 
ハ
マJ
  

郎
訓
 

冊
 

一
．
‘
っ
 
一
」
」
．

‘
  

'
J
  
呈

三
三
三
」
 

 

石
 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
」
一
一
一
一
一

一
一
三
 

マ 「購 

百（請少 遮餅 
覚辰勿 	

業」11 1
日 

一正 、  

一  

刻 

4  

会 ．‘  

』 刊 

雑 ル 

活 【ノ 
改 r'  

ノ 

材料（4人分） 
さっま芋 	26Og 	りんご 	U4 
バタ一 	大さじ2と2/3 	〈とき卵用〉 
砂糖 	大さじ4 	卵黄 	 1 個 

卵黄 	 1 個 	牛乳 	大さじ1 
生クリ一ム大さじ1 と1/3 	りんごの皮 	少々 

繊維の豊富なさっ

まいもがこんなに

かわいいうさぎに

なりました。栄養 

と心の豊かさも育

まれたら素敵です

ね。 

分過熱する。 

ミ」程度の角切り 

-2分焼く。最後 

一声簾護讐 
" 	', 

達 

：ュ戸 	 、り面だけでなく愛情 

~ 	ー 	・． 

”ー 	 ー 

作り方 

①さっま芋は皮をむき、5 二リ程度の厚さに切り、 

5 --10分水にっけておく。次に耐熱皿に入れ、 

ラップをかけて5007ッで約 5 
②下ごしらえしたさっま芋をすり鉢でっぶし、 

鍋に入れ弱火にかけ、 2 --3
にしたりんごとバタ一と砂糖を加え、練るよ

うに混ぜ合わせる。 

③砂糖が完全に溶けたら火を止めて、卵黄と生

クリームを素早く混ぜ合わせる。 

④アルミホイルの上に形を整えてのせ、表面に

溶き卵を塗り、アルミホイルで覆い、オ―ブ

ント一スタ一で10分焼く。その後ホイルを外

して、焦げ目が付くまで 1 
にりんごの皮で目と耳を飾る。 

求 =lLi .医療当番医 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

町
  

口
］
 
 

（医）済生堂
増田病院 

五所川原市字新町41番地 35-2726 

時注 1，対応時間 9:OO--17:OQ（電話で確認してから）。 
2，その他、消防署（救急病院案内 云34-4999）で
紹介します。 
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